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寺田志津子 

小児科では、以下の疾患に重点的に取り組んでいる。 
新生児医療：先天性脳神経疾患の新生児、血液疾患および内分泌・代謝疾患の母親から出生した新

生児、健康新生児ならびに病的新生児、HIV 母子感染予防。 
高度小児専門医療：骨系統疾患、発育・発達障害、血液、がん、消化器、内分泌、リウマチ疾患、

アレルギー、神経、児童虐待、感染症（HIV 感染症を含む）。 
成人化した小児難病治療：小児難病患者の内科専門外来への円滑なバトンタッチ。 
臨床研究として、全国規模の group study である小児白血病研究会（JACLS）および inter-group であ

る日本小児白血病リンパ腫研究グループ（JPLSG）の参加施設として白血病・悪性リンパ腫に関す

る治療研究を行っている。なかでも小児急性骨髄性白血病(AML)に関しては多和科長が研究代表者

として小児AMLの標準的治療を確立するための全国統一の治療研究「小児急性骨髄性白血病（AML）
に対する多施設共同後期第Ⅱ相臨床試験 AML-05」を主導している。また、日本ユーイング肉腫研

究グループに参加しユーイング肉腫の治療研究を行っている。いずれの場合も治療に直結した実践

的な医療、患者の QOL の改善に資するための研究を心がけでいる。また、多和副院長が厚生労働

科学研究費補助金エイズ研究対策事業「HIV 感染妊婦から出生した児の実態調査と健康発達支援に

関する研究」（外川班）の研究協力者、厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研究事業「小児急性

骨髄性白血病(AML)に対する標準的治療法の確立」（足立斑）の研究分担者として参加している。 
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